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　 目的 ：電子 ス キ ャ ソ 方式超音波断層装置の画像の 歪

み に つ い て ， 球物体を使用 し実験的に 検討 し，さらに

2 〜3 の 臨床例 に つ い て も検討 し た の で 報告する．

　方法 ：電子 ス キ ャ ソ は SSD −250，3，5MHz を 使用 し

た ．各 々 の ゴ ム ま りに エ チ ル ア ル コ
ール

， 生理食塩水 ，

寒天 ，
グ リ セ リソ を 入 れ，水構 内 で検討 した ．同時 に

CT で も測定 し た．臨 床 例 の 音 波測定 に は ，　 Sing−

Around 　Meter を使用し た．

　成績 ： （A ） モ デ ル 実験， ゴ ム ま り縦径 は ， エ チ ル

ア ル コ
ー

ル で は 20％，生 理食塩水 で は 1．1％延長 し，グ

リセ リン で は 20％ ， 寒天 で は 1，3％短縮 して い る，こ の

結果 は
， 周 囲媒体で あ る 脱気水 に 対する音速差比 C の

変化 に ，よ り近似 し て い る．縦径は，C 〈 Oで は 延長

し，C ＞ 0 で は短縮し，その 変化 率が大 きい 程 ， 延長

して い る．前壁横径は実測値 と一致 して い る．ま た，
ゴ ム ま り縦径は前壁縦経 の 2 倍値 が実測値 とほ ぼ一

致

し て い る．ゴ ム ま り背後像で は ，Shadow は C 〈 O で は

1 コ の 1．58mm 物体 輌 鰄 示 され ず，3．38mm で は

3 コ の 物体 と し て 表示 さ れ る こ ともあ る，C ＞ 0 で は

前壁臨界点外側が Shadow で あ る．ゴ ム ま り外方の 1
コ の 物体は ， ゴ ム ま り背後 に さ ら に 1 コ

， 計 2 コ の 物

体と し て表示 さ れ る こ ともあ る．（B ） 臨床例，音速伝

播速度 （m ／sec ）は
， 羊水 （1495），頭皮 （1567）， 頭蓋

骨（25週 ＝ 　1735，40週 ＝・　2420）正常子宮筋（1537　・一　1540），

子宮筋腫 （1561〜1601），卵 巣嚢腫 内 容液 〔（漿液性

1497〜1505），（粘液性 1537〜1540）〕，脂肪（1443〜1476）
で あ る．羊 水中の 児頭 は C ＞ 0で あ り，

モ デ ル 実験や

上記音速度 に よ る シ ミ ュレ
ー

シ ョ ン よ り，BpD 測定法

は 従来 よ り私達が主張し て い る 〔0 −− M ） の 2 倍値が

実測値1こ よ り近似 して い る．

　結論 ：超音波 の 波動性 に 起因す る 物理現象 が 画像作

成 に対 し，影響を与 え て い る事実を ， 実験的に 証明し

た ．こ れを もとに し，臨床例，特 に BpD 測定法 が （0
− M ） の 2倍値が よ り実測値 に 近似し て こ る こ と が解

明 さ れ た ．

　88．産婦人科領域 に お ける 汎用 マ イク ロ コ ン ピ ュ
ー

タ ー
の 応用
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知能端末と して の 利用
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　 目的 ：Microcomputer （以下 M ．C．と略）は 最近そ の

性能が著し く向上 した．しか し ， 汎用大型機 と比較す

ると，そ の 能力 に は大きな開きがある．そ こ で 我 々 は

両者 の 特徴 を生 か し ， よ り効果的な systern 利用 を図

る 目的 で，M ．C．を 汎用大型機 の 知 能端 末化 し た sys ・

tem を 構築 し た ，併せ て そ の 応用例 も示す．

　方法 ：今回 使用 し た M ，C．は Apple　II　plus で，こ の

1／0port に RS ・232C 　interfaceを装置 し，音響 カ ッ プ

ラ
ー
及び公衆回 線を介し て ，本大学 の Host　computer

（以下 H ．C．と略）ACOS − 800と接続した ．　M ．C．を知能

端末化する為 の Program 群 は 実 数 BASIC を用 い て

作成 した が
， 基本的 に は 2 つ の routine （On・iine　mode ，

Off・line　 mode ）よ り構成 され て い る．これ らの Pro・

gram 群 は Buffer　area を広 くと る 目的 と，実行速度を

上 げる 目的か ら，overlay 構造 と し た．

　成績 ：On・line　mode で は H ．C．上 で の 実行 に 心 要 な

ID，　Password 及 び 各 種 colnmand 等 を MC ．に 登 録

し，煩雜な キ
ー
操作を少な くする と と もに ，周辺機器

へ の 丘leの 入 出力を簡便 に した ．　 Off−line　 mode で は

edit 　routlne （丘leの一
部削除，追加， リ ナ ン バ リ ン グ，

文字列の 修正等）を強力 に す る と共 に，M ，C，本体 に は

な い ．
一

文字挿入，削除 の 機能 を付加 し た．上記 の

Program 群 f乍成 と並行 し て ，　 H ，C．の 各種資源を有効

に利用する為，研 究室 の 実験 data（内分泌 ， 免疫関係

等）の 解析用及 び 整理用の Program 群を作成 し ，
　H ．C．

に 登録 し た ．こ の Program 群 の 実行は M ．C．を 介 し

て，H ．C．の TSS 　 made 及び会話型 Remote 　 batch

mode で 行 つ た ，　 H ．C．の 各種 ・高度 の 性能 ・機能が手

軽に利用出来 る為 ， M ．C．単独で の 処理 に比較 し，効率

の 良 い data処理 が可能 と なつ た．

　独創点 ：M ．C．を知能端末化する こ と で ，専用端末 よ

り も機能及 び 操作性 の 高 い system を開発 し た， こ れ

に よ り，data の 処理 内容や量 に応 じ て，　 M ．C．と H ．C．
の もつ 各種 の 性能 ・機能が有機的に 選択使用 が 可 能 と

な つ た．
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